


理事長　奥山 千鶴子

　仕事をしながら結婚、出産を考えたときに、自分が育った家庭環
境とのギャップに悩む子育て家庭が増えています。子育てを助けて
くれる祖父母世代が近くにいない子育て家庭も多い時代です。

　結婚、出産の時期が遅くなり、子どもとふれる機会を長い間もた
ずに妊娠出産を迎える家族は、妊娠中から、子どもをかわいがれ
るのか、保育園に入れるのか、仕事と子育ての両立ができるのか、
という不安を抱えがちです。

　私たちは、安心して出産や子育て期を迎えてほしい、悩み
を分かち合い、子育ての仲間に出会える場所を知ってほし

い、子育てをする前の若い世代にも、子どもに関わる機会を
もってほしい、と考えています。

　家庭でもない、職場でもない、第三の地域の居場所である
子育て支援施設は、仕事と子育てを両立している先輩家庭
が、職場で見せない「働きながら子育てをする知恵」や「工夫」
をリアルに若い世代へ伝えてくれる場所です。

　ちょっとした体験を通して、将来のイメージをふくらませ「家族
シミュレーション」という取り組みが未来の仕事と子育ての両立
を支える「きっかけ」になることを願っています。

　子ども、親子を対象にした商品を扱っているので、若手社員に実際に親子の方々と関わる場面、経験をつくることにつながったことが、有意義でした。　体験参加のために業務の時間を割いて時間をつくるということの大変さはありますが、そのことそのものが、ワークシェアにつながっていると考えています。
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当社では「性別や家庭の環境問わず、全ての社員に長く勤めてもら

いたい」という人事の施策の下に、両立支援制度を整備しています。

しかし、最近は運用面での課題を徐々に感じており、今回の家族シ

ミュレーションには若手社員に参加してもらいました。

実際に参加した社員は、子育て中の家庭の「生の声」や、まだ食事や

トイレも一人でできない子ども達と交流することで多様な選択肢

があることに気づき、将来のライフスタイルへのイメージを持てた

ようです。社員を送り出す上司も見学者として同席することで、普

段は会社で働いている部下が終業後に子供の世話をする事の大

変さを実感することもできました。

「日常の生活では出会うことのない人同士を結ぶ」という本事業と、

企業研修がどうマッチしていくのか、これからの展開が楽しみです。

出会うことのない人
同士を

繋げるきっかけに！
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株式会社アイネット　執行役員 
たんぽぽ保育園　保育士

伸びる会幼稚園　教諭
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この事業に協力していますアドバイザー



　両立することになったとしても、

時短でしか働けないと思ってい

た。助けを借りれば、フルタイ
ムは無理ではないと思えた。

　その家庭なりに両立のポイント

があり、パートナーとの分担
があってこその両立だと知る
ことができた。女性だけががん
ばるのではないことを感じた。

　子ども・家族を対象にした商品を

扱っているので、実際のユーザー

に触れられて仕事に活かせる。

体験者の声

　他の会社の人と情報交換が
できたことが新鮮。もっと話
せる機会があったらいいと思う。

　保育園で過ごす子ども達への見方がかわった。

　男性にこそ、
体験してほしい
と思った。

　子どもに食事をさせながら、
自分も食べることってこんな
に難しいことだったんだ。

株式会社アイネット（女性２名、男性１名）／株式会社アップシェア（女性３名）／株式会社ダッドウェイ（女性４名）／
株式会社フューチャーネットワークス（男性１名）／社会福祉協議会（女性１名）　体験者１２名参加企業平成３０年度参加者実績

内容

概要

参加企業開拓のための訪問・参加募集スタート

●就業後２時間程度（平日17：00頃～20：00頃）
●共働きの子育て家庭を想定した疑似体験

●乳幼児と触れ合う体験、家庭から仕事と子育てを両立
するにあたっての話を伺う

6月

オリエンテーション10月

振り返りの会11月

子育て「ちょこっと」体験

子育て「ちょこっと」体験前に、2時間程度のレクチャーと
ワークショップ。子どもと関わったことがない方でも安心
して参加できます。

●ワークライフバランス・
　自分の将来を考える
●保育士より
　子どもとの関わり方を学ぶ
●家庭と顔合わせ・活動日の調整

内容

概要 有識者によるワークショップ

●体験を参加者同士でシェア
●体験前後での価値観の変化、
　今後の働き方を考える

内容

活動場所 受入れ家庭の自宅／びーのびーの運営施設
※びーのびーのスタッフが同行

短時間勤務で保育園へお迎え、びーのびーのの施設を
「家」と見立てたり、実際に家庭に行き、子どもと遊んだり、
ご飯を一緒に食べる　ほか

例

（のべ活動回数:15回）

活動は、オリエンテーション・子育て「ちょこっと」体験・
振り返りの会の３つのプログラムで構成されています活動



家族シミュレーションで体験してほしいことだから、今

実際に
家族シミュレーションを

きっかけに 

妊娠・出産前後に退職した理由（複数回答）

（％）

退職理由、第1位は両立の難しさ

末子妊娠・出産前や末子が生まれる前と比べて、 
仕事の内容や責任等が変わり、

やりがいを感じられなくなった(なりそうだった)

妊娠・出産に伴う体調の問題でやめた

家事・育児により時間を割くために、自発的に辞めた

自発的に辞めたが、理由は出産や育児等に直接関係ない
(あるいはもともと 仕事を辞めるつもりだった)

特になし

その他

勤務地や転勤の問題で
仕事を続けるのが難しかった

仕事を続けたかったが、
仕事と育児の両立の難しさでやめた

（就業を継続するための制度がなかった場合を含む）
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資料出所:
平成29年度「仕事と育児の両立に関する実態調査
把握のための調査研究事業報告書」
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（平成29年度）

専業主婦世帯と共働き世帯（1980年～2017年）

資料出所: 厚生労働省「厚生労働白書」、内閣府「男女共同参画白書」、総務省「労働力調査特別調査」、総務省
「労働力調査（詳細集計）」

（注1）「専業主婦世帯」は、夫が非農林業雇用者で妻が非就業者（非労働力人口及び完全失業者）の世帯。
（注2）「共働き世帯」は、夫婦ともに非農林業雇用者の世帯。
（注3）2011年は岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果。
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専業主婦世帯 共働き世帯

共働きがあたりまえの世の中

子育て家事をシェアしている人のリアルを知って、
将来の自分の生き方を考えるきっかけにしてほしい。

子育てが始まる前に両立への不安を減らしたい！

仕事をしながら、子育て・家事をしている人が多い
世の中になったのに、両立に不安を持っている人が
多い現状です

背景と課題


